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志摩市の人口等の状況

令 和 ７ 年 ７ 月

志摩市政策推進部総合政策課
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令和２年国勢調査の結果、46,057人となり、平成27年調査からの５年間で約4,300人

の人口が減少しています。

平成27年時点と比べ、 15歳未満の年少人口は約20％減少し、15歳～64歳の生産年齢

人口は約14％減少しています。一方、 65歳以上人口は微増となっています。

出典：「国勢調査」

出典：「国勢調査」
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人口動向分析



【参考】国立社会保障・人口問題研究所

「日本の地域別将来推計人口令和5(2023)年推計」

①総人口

②年齢３区分別人口

国立社会保障・人口問題研究所が実施した、2020年の国勢調査に基づいて、都道府県

別・市区町村別の将来の人口を推計したものです。2020年から2050年までの5年ごと30

年間について、男女・5歳階級別に推計し、データが公表されています。

志摩市の総人口と年齢３区分別人口の推計結果は、以下のとおりです。
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出典：「日本の地域別将来推計人口令和5(2023)年推計」

出典：「日本の地域別将来推計人口令和5(2023)年推計」
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（３）年齢３区分別人口割合の推移
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少子高齢化が進行し、65歳以上高齢化率は40％を超える状態となっています。
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出典：「国勢調査」

【参考】志摩市の人口ピラミッド（2020年及び2050年(社人研推計値)）

2050年の65歳以上高齢化率は、約60％と予想されています。
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（５）家族類型世帯数の割合の推移
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出典：「国勢調査」

「夫婦のみの世帯」と「単独世帯」の割合が増加傾向にある一方、「夫婦と子どもか

らなる世帯」と「その他親族世帯」は減少しています。

世帯数は、平成12年以降、徐々に減少しています。また、世帯人員も年々減少してお

り、過去30年で1人以上減少する結果となっています。
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（６）地域（町）別人口の推移
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出典：「国勢調査」

昭和60（1985）年と令和2（2020）年の人口を比較すると、阿児町は増加から減少を

経て同規模にとどまっています。他の地域は大きく減少する中で、浜島町、大王町、志

摩町は相対的に減少率が大きく、半分程度の規模まで減少しつつあります。

②地域別人口の比率の推移

①総数の推移
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（８）各地域における３区分別人口割合の推移
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浜島町

大王町

令和2（2020）年の市全体の高齢化率が約40.9％の中、浜島町は約48.3％、大王町は

約49.8%、志摩町は約48.0％、阿児町約35.0％、磯部町は約40.7％となっています。
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（９）地域別15歳未満年少人口の推移

15歳未満年少人口は、昭和60（1985）年以降、全地域で大幅に減少しています。特

に、浜島町、大王町、志摩町では減少が顕著であり、令和2（2020）年は2割近くまで

落ち込んでいます。



（10）年齢・性別人口（20～30代）の推移
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15歳～64歳の生産年齢人口の中でも特に若い世代の減少が進んでおり、平成17年

時点と比較すると、15年経過した令和2年は男性・女性ともに約1/2の水準まで減少

しています。
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出典：「国勢調査」

出典：「国勢調査」
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（11）出生時期別人口の推移

①男性

②女性

５年スパンの出生時期別でみると、昭和50（1975）年9月生まれ以前の世代は、20～24

歳時に減少するものの、25～29歳時には一定程度の増加が生じていました。一方、昭和50

年（1975）10月生まれ以降の世代は、 25～29歳時に戻りがほとんど生じておらず、近年

はむしろ減少する傾向にあります。
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出典：「国勢調査」

出典：「国勢調査」
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（12）出生時期別人口の推移

①男性

②女性

15～19歳人口を基準とした比率は、世代が進むにつれて年々小さくなっています。進

学率の上昇もあってか、女性の転出傾向が、年々強まっていることがわかります。
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出典：「国勢調査」

出典：「国勢調査」
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（15）婚姻数の推移

婚姻数は増減を繰り返しながらも、長期的には減少しています。全国的にも減少傾

向にある中、近年は90件程度まで減少しています。
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出典：「三重県の人口動態」
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（14）出生数の推移

若い世代の減少に伴い、出生数は年々減少する傾向にあり、約20年前の平成17年

時点と比較すると、令和2年は約1/2、近年は約1/3に近い水準まで減少しています。

出典：「人口動態統計」,「三重県の人口動態」
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（16）合計特殊出生率の推移

合計特殊出生率は、令和2年のコロナ禍前までは1.4前後で推移していましたが、近

年、全国・三重県が減少傾向にある中、志摩市も過去最低の水準まで減少しています。
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出典：「人口動態統計」,「三重県の人口動態」

1.48 

1.19 1.19 
1.16 

1.00 

1.55 

1.26 1.26 
1.23 

1.09 

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

R1 R2 R3 R4 R5

志摩市 志摩市（外国人女性除く）

出典：「三重県の人口動態」,「住民基本台帳月報」に基づき市で独自算出

【参考】計算から外国人女性人口を除いた場合の合計特殊出生率推移

（16）のグラフにおいて、厚生労働省が公表する全国、都道府県（三重県）の合計

特出生率の計算では、算出の計算式において分母の女性人口に外国人女性は含まれて

いない。一方、三重県が公表する県内市町（志摩市）の合計特殊出生率には、分母に

外国人女性を含まれているため、比較するために同一条件で算出した場合は以下のと

おりとなる（参考値）。
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（18）50歳時未婚割合の推移

令和2年国勢調査の50歳時の未婚割合は、全国的な傾向と同様、男性の26.7％、女性

の18.0％が未婚という結果になっています。上記グラフの平成17年の35～39歳の未婚

率とほぼ同じ割合となっています。
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※ 50歳時の未婚割合 ・・・45～49歳の未婚率と50～54歳の未婚率の平均。
50歳時の未婚割合は「生涯未婚率」とも呼ばれる。

出典：「国勢調査」
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（17）未婚率の推移

晩婚化・非婚化が進んでおり、令和２年国勢調査において、35～39歳の未婚率は、

男性が４割、女性が３割を超える状況となっています。

出典：「国勢調査」

（％）



（19）人口減少の内訳

自然減については、高齢化による死亡者数の増加が影響し、増加傾向にあります。一

方、社会減は、若者を中心とした転出超過が毎年300人～400人程度続いていましたが、

直近の令和5年及び令和6年は230人程度となっています。

16

出典：「三重県月別人口調査」

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

うち自然減 -565 -563 -566 -618 -646 -628 -721 -748 -823 -768

うち社会減 -461 -240 -374 -360 -281 -297 -377 -365 -222 -236

減少数 -1,026 -803 -940 -978 -927 -925 -1,098 -1,113 -1,045 -1,004
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うち社会減 うち自然減 減少数
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出典：「三重県月別人口調査」

（人）

995 
1,068 1,040 1,031 

1,080 

912 939 

1,051 

1,150 
1,208 

1,456 

1,308 

1,414 1,391 1,361 

1,209 

1,316 

1,416 
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1,444 
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1,300
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1,700

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

転入者数

転出者数

転出の動きはコロナ禍前と同様の水準に近づいています。一方、転入の動きは、

令和2年以降、増加傾向にあり、令和６年は過去10年で最多となっています。

（20）転入・転出者の推移

（人）

（21）転入・転出者の年齢別構成（2024(令和６)年）

出典：「住民基本台帳人口移動報告」

男性 女性

（人）

若い世代の転出超過が大きくなっています。中でも、20代女性の転出が一番多く、次

いで20代男性が多くなっています。一方、50代、60代男性、10歳未満女性は、わずかな

がらも転入超過となっています。



（22）転入数・転出数の地域別内訳（2023(令和５)年）

18

出典：「 RESAS（地域経済分析システム） 」

三重県内、名古屋市及び大阪市との間の人口移動が多くを占めています。転出数の

面では、特に伊勢市との間で大きく転出超過となっています。一方、転入数の面では、

鳥羽市、四日市市、名古屋市との間で、わずかながらも転入超過となっています。
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（23）転入数・転出数の国籍別内訳（2023(令和５)年））

出典：「住民基本台帳人口・世帯数（令和５年１月１日
から同年１２月３１日まで）人口動態」

日本人, 1,114人

外国人, 248人

日本人, 824人

外国人, 312人

①転入者

②転出者

転入者の国籍別内訳については、日本人が約7割、外国人が約３割となっています。

転出者の国籍別内訳については、日本人が約８割、外国人が約２割となっています。
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（24）外国人住民数と総人口に占める割合の推移（各年12月末時点人口）

270 281 301 318

414 435
381
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511 539

0.50%
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出典：「住民基本台帳人口年齢階級別人口」

出典：「住民基本台帳人口年齢階級別人口」

（25）外国人住民の人口構成（令和５(2023)年12月末）

男性と女性の人口比率は、1:2となっています。また、20代・30代の女性が全体の

約35％を占めています。

技能実習生等として居住する若い世代が増加しており、市内の外国人人口は、

年々増加傾向にあります。
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（26）市内に居住する外国人の主な国籍（2024(令和6)年12月末）

ベトナム, 185人, 

34.3%

ブラジル, 9人, 

1.7%

フィリピン, 19人, 

3.5%

中国, 67人, 12.4%

インドネシア, 71人, 

13.2%

韓国, 37人, 6.9%

ネパール, 21人, 

3.9%

タイ, 64人, 11.9%

ミャンマー, 41人, 7.6% スリランカ, 25人, 4.6%

出典：三重県「外国人住民国籍別人口調査」

176

0
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29

7
0

59

1955.6%

0.0% 11.8% -5.6%
69.0%

23.3%
0.0%

210.7%
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140
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180

200

増加数 増加率（H27→R6）

出典：三重県「外国人住民国籍別人口調査」

（27）外国人の主な国別の増加数・増加率（平成27 (2015)年→ 令和6 (2024)年 ）

※その他にネパール、ミャンマー、スリランカ、等含む

ベトナム、インドネシア、中国の３か国で、外国人市民全体の約６割を占めてい

ます。

平成27年から令和6年までの10年間で、ベトナム国籍の市民の増加が顕著となっ

ています。
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雇用や就労等に関する分析

（28）志摩市の経済活動別総生産の推移
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0
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120,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

農林水産業 鉱業

製造業 電気・ガス・水道・廃棄物処理業

建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サ－ビス業

情報通信業 金融・保険業

不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育

保健衛生・社会事業 その他のサ－ビス

(百万円)

出典：三重県「市町民経済計算経済活動別総生産」

市全体の生産額は、平成24年の約1,250億円から、令和3年は約1,140億円へと減少してい
ます。令和2年以降は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、宿泊・飲食サービス業
が大きく落ち込んでいます。
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（29）産業（大分類）別従業者数の割合（令和3(2021)年）
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1.76%
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90.00%

100.00%

全国 三重県 志摩市

農林漁業 鉱業，採石業，砂利採取業

建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業

運輸業，郵便業 卸売業，小売業

金融業，保険業 不動産業，物品賃貸業

学術研究，専門・技術サービス業 宿泊業，飲食サービス業

生活関連サービス業，娯楽業 教育，学習支援業

医療，福祉 複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの）

出典：「経済センサス活動調査事務所に関する集計」

志摩市では、「宿泊・飲食サービス業」が約20%、「生活関連サービス業」が約8%、
「農林漁業」が約2％と、これらの産業の就業人口割合が全国・三重県と比較して高
いことが読み取れます。
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（30）産業（大分類）別従業者数と事業所数（令和3 (2021)年）

出典：「経済センサス活動調査事務所に関する集計」

志摩市では、「宿泊業、飲食サービス業」と「卸売業、小売業」が従業者数・事業
所数ともに多く、主要な産業であることがわかります。特に宿泊業、飲食サービス業
は従業者数が最も多く、観光が市経済の牽引役であることが示唆されます。
また、「医療、福祉」は事業所数が少ないものの、従業者数が多い分野として注目さ
れます。
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（31）産業（大分類）別付加価値額（令和3 (2021)年）
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出典：「経済センサス活動調査事務所に関する集計」

志摩市において「医療、福祉」産業が最も高い付加価値額を生み出しています。次
いで「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス業」、「建設業」、「生活関連
サービス業、娯楽業」、「製造業」も比較的高い付加価値額を示しており、これらの
産業が志摩市の経済を支える重要な柱であることが読み取れます。
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（32）特化係数と労働生産性係数（2021(令和3)年）
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※鉱業，採石業，砂利採取業と複合サービスは数字が秘匿されている箇所があるため非表示

出典：「経済センサス活動調査事務所に関する集計」

特化係数：全国の構成比を基準として比較し、全国平均と比べてどのくらい偏っているかを
表した値。特化係数が1.00より大きい産業は、全国と比べて特化している。

【計算式】特化係数＝市のＸ産業の付加価値額構成比÷全国のＸ産業の付加価値額構成比
付加価値額構成比＝Ｘ産業の付加価値額÷全体の付加価値額

労働生産性係数：全国の労働生産性を基準として比較し、全国平均に比べて、どのくらい
偏っているかを表した値。労働生産性係数が1.00より大きい産業は、全国
と比べて特化している。

【計算式】労働生産性係数＝市のＸ産業の労働生産性÷全国のＸ産業の労働生産性
労働生産性＝Ｘ産業の付加価値額÷Ｘ産業の従業員数

志摩市は、全国の産業構成比の平均と比べると「農林漁業」「宿泊業・飲食サービ

ス業」「生活関連サービス業・娯楽業」に特化していることが示されています。また、

労働生産性の点では、「宿泊業、飲食サービス業」「農林漁業」「電気・ガス・熱供

給・水道業」が高い労働生産性係数を示し、全国平均と比べ効率的な経済活動が行わ

れていることが示されています。
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（33）労働力人口と完全失業者数の推移（2005(平成17)年）～

出典：「国勢調査」
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出典：「総務省統計局」

15歳以上人口

労働力人口

非労働力人口

就業者(月末1週間に少しでも仕事をした者)

完全失業率・・・労働力人口に占める完全失業者の割合(％)

完全失業者(仕事についておらず、仕事があればすぐ
つくことができる者で、仕事を探す活動を
していた者)

志摩市では、平成17年から令和2年の20年間で労働力人口が約8,000人減少し、また

就業者数が約7,000人減少しています。非労働力人口もこの間に減少しており、同時に

完全失業者数も約900人減少しています。
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（34）産業別の従事者数の推移（2005(平成17)年）～

出典：「国勢調査」

847 575 504 439 

2,579 
1,914 1,580 1,224 

10 

10 
14 

9 

2,861 

2,272 
2,054 

1,681 

3,576 

2,556 
2,290 

1,984 

76 

80 

82 

72 

109 

126 

111 

91 

1,168 

1,152 

983 

847 

4,618 

3,802 

3,513 

2,985 

335 

328 

315 

252 

165 

192 

256 

257 

3,283 

3,245 

3,094 

2,790 

1,007 

968 

908 

767 

2,362 

2,876 

3,224 

3,217 

564 

352 

414 

370 

3,882 

3,377 

3,232 

2,949 

704 

652 

709 

705 

88 

897 

555 

619 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H17 H22 H27 R2

農業，林業 漁業
鉱業，採石業，砂利採取業 建設業
製造業 電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業 運輸業，郵便業
卸売業，小売業 金融業，保険業
不動産業，物品賃貸業 宿泊業，飲食サービス業
教育，学習支援業 医療，福祉
複合サービス事業 サービス業（他に分類されないもの）
公務（他に分類されるものを除く） 分類不能の産業

(人)

志摩市の平成17年から令和2年の20年間までの産業別従業者数を見ると、総数とし
ては減少傾向にあります。特に製造業の減少している一方で、医療・福祉分野は増加
傾向にあります。観光業が盛んな地域特性から宿泊業・飲食サービス業も一定の割合
を占めていますが、近年では減少傾向にあり、特に令和2年は新型コロナウイルスの
影響も考えられます。
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（35）男女別労働力人口と労働率の推移（2005(平成17)年）～

出典：「国勢調査」
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※R2,H27不詳補完で算出

男性の労働力人口は減少傾向にあるものの、労働率は比較的高水準を維持してい
ます。一方、女性の労働力人口は男性と比較して低く、労働率も男性より低いもの
の、近年はわずかに上昇傾向が見られます。
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（36）男女別産業別人口（2020(令和2)年）

出典：「国勢調査」

男性で最も人口が多い産業は「建設業」、次いで「卸売業、小売業」、「宿泊業、

飲食サービス業、娯楽業」となっています。一方、女性で最も人口が多い産業は「医

療，福祉」、次いで「卸売業、小売業」、「宿泊業、飲食サービス、娯楽業」です。
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（37）年齢階級別産業人口割合(令和2(2020)年）

出典：「国勢調査」
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分類不能の産業

男性 15～29歳 男性 30～39歳 男性 40～49歳 男性 50～59歳 男性 60～69歳 男性 75歳以上

産業別に就業者の年齢階級を見ると、「農業、林業」「漁業」では、男女ともに75
歳以上の方が占める割合が大きくなっています。「宿泊業、飲食サービス業」では、
男性は60歳以上が約3割、女性は60歳以上が約4割を占めている状況です。
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②女性

出典：「国勢調査」
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※鉱業，採石業，砂利採取業がいないため、非表示
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（38）通勤状況（令和2(2020)年）

出典：「 RESAS（地域経済分析システム）」「国勢調査 」

市外から志摩市に通勤する流入者数は1,773人である一方、志摩市から市外に通勤
する流出者数は4,018人となっており、流出が超過しています。
地域別の状況ついては、伊勢市からの流入が701人と全体の約４割を占めています。

流出地域についても伊勢市への流出が1,677人と最も多く約４割となっています。
鳥羽市、南伊勢町も含めた伊勢志摩圏域での活発な人口移動がうかがえます。


